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一

　
『

大

燈
語

録
』

編
集
の

事
情

　

筆

者
は

「

関

山

国

師

の

新

研

究
」

（
『

禪

學

研

究
』

第
八

十

七

号
、

二

〇

〇
九
）

で
、

関
山

慧
玄

資
料
の

学
問
的
取
り
扱
い

方
を

示
し

、

そ

の

成

果
を
パ

ン

フ

レ

ッ

ト

「

大

本
山

妙
心

禅
寺

開
山

関
山

国
師

略

年

譜
」

（
石
田

大
成
社
、

二

〇
一

二
）

に

開

示

し

た
。

そ

の

第
一

級

資
料
は

『

妙
心
寺

名
寳
圖

録
』

（
恩
賜
京
都
博
物

館

編

纂、

昭
和

＋

年）

の

妙
心
寺

文
書
に

あ

る
。

他
に

関
山
の

姪
・

雲

山

宗

峩
が

授
翁

宗
弼
か

ら

聞
き

取
っ

た

関
山
遺

誠
や

姓

氏

家
系

事
典

、

地

誌
な

ど

の

客

観
史

料
で

あ

る
。

そ
れ
に

加
え

て

今
回

、

大

徳
寺
文
書
か

ら

重
要
な

資
料
を

見
出

し

た
。

そ
れ

は

関
山
に

宛
た

宗

峯
書
簡
（
大
徳
寺
で

「

消

息
」

と

呼
ぶ
∀

の

発
見
で

あ
る

。

前
稿
で

「

邦
雅
」

名
の

書
簡
が

宣
使
役
の

高
階
邦
雅

で

あ
る

こ

と

を

発

見
し

、

無

著
以

来
の

伏
見

宮
や

伏
見
天

皇
と

い

う
誤

ま
っ

た

見
立

て

を

否
定
し

た
。

か
つ

関
山

和
尚
が

『

大
燈
語
録
』

全

体

の

監
修
に

関
わ
っ

て

い

た

こ

と

を
証
明
し

た
の

で

あ
る

。

そ
の

文

書
を

も

う
一

度
確
認
す
る

。

　
「

大
燈

國
師

録
事

、

佛

事
法
語
以

下
相

尋
門
徒
旧

参
悉

、

可
令
編

集

　

給
之

由
、

内
々

被

伝
下
也

。

恐

慌
謹
言

。

六

月
二

十

三

日
、

邦
雅

。

　

関
山

上

人
禅
室

。

」

（
『

妙
心

寺
名
寳
圖
録
』

六

十
五

影
印
上

段
）

（

「

大
灯

　

国
師
録
の

事
、

仏

事
・

法
語
以

下
を

門
徒
・

旧

参
悉

く
に

相
尋
ね
編

　

集
せ

し
め

給
う
べ

き
の

由
、

内
々

（

花
園

法
皇
か

ら
）

伝
え
下

さ
る

　

る

也
。

恐

慌
謹

言
。

六

月
二

十

三

日
。

邦

雅
。

関
山
上

人

禅
室
」

）

　
（
『

妙
心

寺
名
寳
圖
録
』

昭
和
十
年

、

恩
賜
京

都
博
物
館
発
行）

と

い

う
も

の

で

あ
る

。

「

仏

事
」

は

法

要
の

語
、

「

法

語
」

は

道

号

贈

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ヘ

　

ヘ

　

へ

与
・

印
可
証
明
の

語
で

あ
る

が
、

実
際
は

す
べ

て

宗
峯
和
尚
の

著
語
集

で

あ
る

。

年
号
は

記
入
し

て

い

な
い

が
、

宗
峯
の

没
後
で

関
山
の

妙
心

寺
開

山

直
後

、

即
ち

暦
応
元

年
（
一

三

三

八
）

の

六

月
二

十

三

日

の

こ

と

で

あ
る

。

康
永
元
年
（
一

三

四
二
〉

の
、

遺
言
の

如
き

「

御
処
分
状
」

と

呼
ば

れ

る

宸
翰
が

宮
内
庁
書
陵
部
か

ら

巻

子
本
に

し
て

公
開
さ
れ
た

（

元
、

伏

見
宮
家
所
蔵）

。

そ
こ

に

「

抑
又

、

仁
和
寺
上
庄
地
頭
職
充
置
菩

提
料
所
候

。

永
代
不
可
有
依
違
候
也

。

以

花
園
為
塔
頭
申

付
惠
玄
上

人

候
也

。

」

（

抑
も
又

、

仁
和
寺
上

庄
の

地

頭
職

は

菩
提
料
所
に

充
置
し
候
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也
。

永

代
、

依

違

有
る
べ

か

ら

ず
候
也

。

花
園
を
以
っ

て

〔

妙
心

寺

の
〕

塔
頭
と

為
す
こ

と

は

惠

玄
上

人
に

申
し

付
け
候
也

、

）

と

あ
る
の

は
、

既
に

妙
心

寺
が

発

足

し

て

い

る

こ

と
を

物
語
る

も
の

で

あ
る

。

妙

心

寺
で

は

伝
統
的

に

延

元
二

年
（

＝
二
一
二

七
）

の

開
山

と

し

て

い

る

の

は
、

花
園
法
皇
が

宗
峯
和

尚
に

花
園
離
宮
を
禅

寺
と

す
べ

く
命
名
を
願

い
、

師
か

ら
「

正
法
山
妙
心
禅
寺
」

と

命
名
さ

れ

た
年
だ

か

ら

で

あ
る

。

こ

の

文
書
に

は

「

康
永
元
年
十
一

月
十
二

日
」

の

奥
付
け

が

あ
る

。

妙

心

寺

発
足
は

宗
峯
示
寂
の

翌

年
と

見
る

の

が

自
然
で

あ
る

。

法
皇
が

「

菩
提
料

所
」

（

毎
歳
の

檀

施
）

と

し

た

の

は

明
瞭
に

「

仁
和

寺
上

庄
」

と

し

て

お

り
、

雪
江
は

「

正

法
山

妙
心

禪

寺
記
」

で

「

守
口

網
代
庄
」

と

し

て

い

る

（

「

正

法
山
六

組
傳
』

寛
永
十
七

年
版

第
五

十
六

丁
終
り

）

が
、

勿

論
檀
主

の

記
述
が

元

で
、

雪

江
の

頃
は

応

仁
の

乱
で

混
乱
し

て

い

た
。

妙
心

寺
開
創
や

開
山
・

関
山
の

記
述
で

も

混
乱
し

て

い

る
。

　
こ

こ

で

は

先
ず

、

師
の

宗
峯
和
尚
と

開
基
の

花
園

法
皇
か

ら

妙
心

寺

開
山
に

任

命
さ

れ

た

関
山

和
尚
が

、

先
師
の

語
録
編
集
を

最
初
の

仕
事

に

委
嘱
さ
れ
た
こ

と

を

確
認
す
る

。

宗

峯
和
尚
の

法
嗣
は

関
山

和
尚
だ

か

ら

で

あ
る

。

禅
興

の
「

大
燈
國

師
行
状
」

も

そ
の

よ

う
に

記
し

（

「

嗣

其
法
者
妙
心
関
山
和
尚
」

）

、

鉄

翁
が

開
山

の

徳
禅
寺
住
職
な
が

ら

鉄
翁

の

名
を

出
し

て

い

な
い

。

尚
、

大

徳
寺
蔵
の

応
永
版
は

「

大
燈
國
師
行

状
」

を
欠
い

て

い

る

こ

と
が

、

東

洋
文
庫

蔵
本
で

確
認
で

き
た

。

『

大

燈
國

師
年
譜
』

は

徹
翁
か
ら
虎
渓
ま
で

の

四

人
の

世

代
を
そ
の

上

に

加

え
て

い

る

が
、

『

大

徳
寺
世
譜
』

に

依
る

世
代
名
で

あ
る

。

大
徳
寺
に

在
っ

た

関
山

宛
書
簡
と

編
年
誌
（
木
　
村）

　

こ

の

「

邦
雅
」

氏
は

筆
者
の

調

査

の

結

果
、

高
階

邦
雅
（
た

か

し

な

く
に

ま
さ
）

で

あ
る
こ

と

が

判
明
し

た
。

奈
良

時
代
の

長
屋
王

の

系

統

を

引
き

、

「

系
図
纂

要
』

第
十
三

巻
下
・

号
外
二

（

名
著
出
版、

平
成
九

年、

五

六

六

頁）

に

あ
る

。

父
の

雅
仲
も

、

新
設
の

妙
心

寺
の

河

内
領

地
を

古
市
の

彦
部
七

郎
な
る

地
侍
が

簒
奪
し

て

い

る

状
態
を

勧
修
寺
前

大
納
言
に

訴
え
て

い

る

の

で

あ
る

。

場
所
は

今
の

大

阪
府
寝
屋

川
市
仁

和
寺
本
町
で

、

仁
和
寺
の

花
園
と

呼
ば

れ

て
い

た

妙
心
寺
の

領

地
で

あ

る
。

兵
火

に

も
罹
災
し

た

ら

し
い

。

法
皇
の

遺
言
と

甥
の

後

光

厳
上

皇

の

慫
慂
か

ら
、

関
山
和
尚
は

遠
州
永
島
の

明
心

寺
か

ら
戻

ら

れ

た
。

兵

火
の

事
情
は

荻
須
純
道

『

日

本
中
世
禅
宗
史
』

（

木
耳
社、

昭

和
四

十
年
）

三

五
一

頁
を

参
照
さ

れ

た
い

。

　
『

大
燈
語
録
』

の

目
次
は

次
の

通
り
で

あ

る
。

「

龍
寳
開

山
特
賜
興
禪

大
燈

高
照

正

燈

國

師
語
録

、

侍
者
・

性
智
編

。

」

嘉
暦
元
年
（

一

三

二

六）

十
二

月

八

日

大

徳
寺
開
堂
以

下

祐
徳
寺
仏
涅
槃
上

堂

ま

で
。

こ

の

最
後

の

山

名
氏

慫

慂
の

寺
は

元
徳
二

年
、

関
山

和
尚
を

宗
峯
和
尚
が

允
可
し

た

年

2
三

三

Q
）

に

赴
い

て

い

る
。

ど

の

史

料
も

伝
え
て
い

る

後
醍

醐
天

皇
の

喚
鐘
に

あ
た
っ

た

弟

子
僧
・

惠

眼
の

代
行

も
こ

の

年
で

あ

る
。

「

性

智
」

は

『

龍
寳
山

大
徳
禪

寺
世

譜
』

に

出
る

道

号
数
人
の

内

の

諱
号
か

。

第
二

巻
「

筑
州
太
宰
府
萬
年
崇
福
禪
寺
語
録
」

は

侍
者
宗

貞
編
で

、

『

増
補
正

燈
世
譜
』

に

弟
子
の
一

人
「

宗

貞
庵
主
」

と
し

て

出
る

。

拝

請
し

た
の

は

「

崇

福
寺

語
録
」

に

言
う
太

宰
府
の

少
貮

貞

經
・

頼
尚
父
子
で

あ
る

。

＝
二一
二
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大
徳
寺
に

在
っ

た

関
山
宛
書

簡
と

編
年
誌
（

木
　
村）

　
続
い

て

「

洛
陽

龍
寶
山

大
徳

禪
寺
語
録
（

退
横

岳
帰
本

寺）
、

侍

者

惠
眼

編
」

。

こ

れ

が

元
弘
元

年
秋
か

ら

建

武
二

年

暮
迄
の

上

堂
、

四

年

半
の

ス

パ

ン

に

渉
る

関
山

和
尚
直
接
の

担
当

で

あ
る

。

「

年

譜
」

は

建

武
三

年
丙

子
に

「

剪

採
花
を

花
園
院
よ

り
賜
り
之

を

謝
し

て

上

堂

す
」

と

あ
る

が
、

「

語
録
」

の

上

堂
を
算
え
る

と

建
武
二

年
乙

亥
の

間
違
い

で

あ

る
。

関
山

和
尚
は
こ

の

採
録
の

後
、

伊
深

郷

に

韜

晦
さ

れ
た

の

で

あ

り、

そ

の

期
間
は
二

年
少
し
と

合
理

的
で

あ
る

。

実

際

に

は
、

そ
の

前
に
一

度
大
徳
寺
を

暫
暇
し
て

お
ら
れ

た

証
拠
と

太

宰
府
で

南

浦
和
尚

か

ら

得
度
を

受
け
て

お

ら

れ

た

証
拠
を
二
、

で

開
示
す
る

。

こ

の

第
二

巻
は

続
い

て

「

頌
古
」

と

「

拈
古
」

が

続
く
（
元

和
版
は

応

永
版
と

逆
）

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　　
へ

語
録
で

は

な

く
宗
峯
和
尚
の

著
作
で

あ
る

。

古
話
を

挙
し

、

自
ら

下
語

を

示
す
の

が

拈
古
（

古
話
を

拈
堤

す
る

）

、

古
話
に

対
し

て

自
ず
か

ら
の

語
を

頌
に

し

て

挙
す
の

が
頌
古
で

あ
る

。

第
三

巻
は

す
べ

て

「

參
詳
語

要
」

で
、

雪
竇
重
顕
の

語
要

『

明
覺
禪
師
語
録
』

に

参
ず
る

と
い

う
意

味
で
、

順

不
同
に

挙
げ
て

著
語
す
る

。

二

　
関
山

和
尚
の

最

初
の

参
随
の

資
料

　

関
山

和
尚
は
「

遺
誠
」

で

大
応
・

大

灯
二

祖
の

恩
を
吐
露
し

て
い

る
。

大
灯
国
師
に

つ

い

て
は

「

関
山
」

道
号
記
と

印
可
証
明
の

資
料
が

妙
心

寺
に

保
存
さ
れ

て

い

る
。

前
稿
で
、

京
都
嘉
元
寺
の

、

天
台
宗
に

依
る

弾
圧

を

物
語
っ

て

お
ら
れ

る
こ

と
か

ら

南
浦
和
尚
と

の

因
縁
が

京
都
か

ら

始
ま

る

か
、

場
合
に

よ

っ

て

は

太
宰
府
の

崇
福
寺
に

遡
ぼ

る

可
能
性

＝
二

四

も
あ
る
と

指
摘
し
て

お
い

た
。

今
回

大
徳
寺
資
料
か

ら
、

宗
峯
和
尚
の

関
山

宛

書
簡
が

見
つ

か

り
、

後

者
の

事
実
が

確
定
し

た

の

で

あ
る

。

「

遺
誠
」

に
つ

い

て

は

重

要
な

の

で
、

三
、

で

前
稿
の

成

果
を
か
い

つ

ま
ん

で

開
示
す
る

が
、

そ
こ

で

雲
山
和
尚
の

伝
え

る

「

関
山
祖

師
は

応

祖
剃
度
の

門

人

に

し

て
、

遺
意
を
以
っ

て

竜
宝
国

師

に

倚
る
」

と

は
、

こ

の

書
簡
か

ら
、

太

宰
府
崇
福
寺
に

遡
ぼ

る

こ

と

が

確
定
し
た
の

で

あ

る
。

「

二

十
年
長
養
」

の

南

浦
遺
誡

も
知
悉
し

て
い

た

か

ら
、

待
機
し

て

大
徳
寺

開
創
の

翌

年
（

十
九

年
後
）

に

掛
塔
さ

れ

た
。

　
そ

の

書
簡
が

『

墨

美
』

　一

六

五

号
（

昭

和
四

十
二

年
）

の
⊥

ハ

十
八

−

六
十
九

頁
に

掲
載
さ

れ
て

い

る

「

二

月
二

十
三

日
消
息
」

で
、

宗
峯
和

尚
の

直
筆
で

残
っ

て
い

た
。

な

ぜ

そ

れ

が

元
の

大
徳
寺
に

保
存
さ
れ

て

い

る

の

か
。

受
取
人

が
発
信
人

の

没
後

、

大
徳
寺
に

先
師

の

墨

跡
と
し

て

奉
納
し
た

の

で

あ

る
。

既
に

挙
げ
た
一

部
の

語
録
資
料

も

同

様
で

あ

る
。

書
簡
の

内

容
は

、

太
宰

府
地
頭
の

少
貮

貞
經
（

明

恵
統
監

居
士
）

と
長

男
の

頼
尚
か

ら

拝
請
を
受
け
た

宗
峯
和
尚
が

う
ろ

た

え

又

高
揚
し

て
い

る

様
子
が

よ

く
出
て

い

る
。

左
の

如
く
で

、

丸
括
弧
内
は

送
り
字

と
ふ

り
が

な
、

角
括
弧
内
は

補
正

字
で

、

句
読
点
を

付
け
た

。

　
　

其
（

の
）

後
、

何
条
（
の
）

事
候
（

哉）
。

（

当
方
は

）

積
鬱
（

に
）

候
。

　

抑
（

そ

も）

宗
〔

崇
〕

福
寺
専
〔

宣
〕

使
上

洛
之

間
、

即
、

難
治
（
の
）

　

時
分
（
に）

候
（

へ

ど

も
）

大

略
下
向
す
べ

き
（

に
）

候
。

該
（

そ

れ
）

　

に
ハ

貴
辺

も

が

送
付
賜
は
る

可
（

べ

き
）

由
、

必
（
ら

ず
）

用
意
候

哉
。

　

老
僧
達

皆
々

以
（
て
）

下
向
候

。

尚
々

重
々
（
貴
辺

も）

御
下

向
候
（
こ
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と
）

。

結
夏
已

前
二

も
出
立

候
へ

ど

も
い

か
・

候
は

ん
。

凡
（
そ）

莫

　
大
可
為
（

た

る
べ

き
）

経
営
ノ

間
、

周

章
（

の
）

外
無
（
く）

候
。

然

　
（

る
）

に
一

度
〔

約
束
し

て
〕

無
違
上

者
〔

た

が

ふ

こ

と

な
き
う
へ

は
〕

　
と

て

思
（
ひ
）

立
（
ち）

候
。

早
々

拝
日

。

二

月
二

十
三

日
。

（

花
押）

　
宛
て

先
は

、

師
の

南

浦
和
尚
か

ら

弟
子

を
預

け
ら
れ

、

無

事
印
可
し

た

所
の

年
上

の

遺
弟
・

関
山

和
尚
で

あ

る
。

意
訳

す
れ
ば

次
の

通

り
に

な
る

。

「

そ

の

後
ど

う
し

て

お

ら

れ

ま
す
か

。

こ

ち
ら

は

憂
鬱

で

す
。

何
し

ろ

南
浦
和
尚
が

多
年
住
し

た

太

宰
府
の

崇
福

寺
か

ら

拝
請
が

き
た

の

で

す
か

ら
。

難
し
い

時
期
で

す
が

、

赴
く
べ

き
だ

と

思
う

。

つ

い

て

は

暫
暇
し

て

い

る

あ
な
た

が
、

修
行
し
た

当
地
へ

の

道
案
内
を
し

て

く

れ

な

く
て

は

困
り
ま
す
そ

。

結
制
前
に

も
出
立

し

た
い

が

如
何

。

莫
大

な
経
費
も
掛
っ

て

う
ろ

た

え
て

い

る

所
だ

が
、

承
諾
し

た

以
上

は

行
か

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　
　

ヘ

　　
ヘ

　　
へ

な

く
て

は

と

思
っ

て

い

ま
す

。

貴
方
は

我
等
一

行
を

送
り
届
け
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ

ん

ぞ
」

と
い

う
も
の

で
、

二

祖
の

恩
を
伝
言
す
る

遺

誠
と

よ

く
合

う
（
後
述

参
照
）

。

「

送
付
」

の

二

字
は

こ

れ

ま

で

謎
だ
っ

た

惠

眼
の

崇
福

寺
得

度
と

参
随
を

よ

く
物
語
っ

て

い

る
。

印
可
を
受

け
て

暫

暇
し
た

も
の

の
、

師
命
で

再
び

合
流

し
、

帰
山
後
は

建
武
二

年
暮
ま
で

随

侍
し

て
、

語

録
の

資
料
を

採
取
し

た
。

従
っ

て

二

度
目
の

美
濃
国
伊

深
郷
韜
晦
は
二

年
少
し

と
い

う
合
理

的

な
ス

パ

ン

に

な
る

。

こ

の

間
を

伝
承
は
一

続
き
に

し
た

の

で

あ
る

。

最
初
は

書

簡
が

容
易
に

届
く

所

だ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

「

宣
使
」

は

内
意
を

伝
え

る

役
目
の

者
を

言
う

。

　

倉
卒
の

問
で

宛

先
は

書
い

て

い

な
い

が
、

関
山

和
尚
で

あ
る
こ

と
は

大

徳
寺
に

在
っ

た

関
山

宛
書
簡
と

編
年
誌
（
木
　
村
）

す
ぐ
了
解
で

き
る

。

こ

の

書
簡
の

お

蔭
で

、

関
山
の

得
度
と

修
行
の

前

半
が

判
明
し

た

の

で

あ
る

。

四

月
十
五

日
の

結
制
以

前
に

実
際
に

出
立

し

た
の

で
、

入

寺
の

語
の

後
は
五

月
の

上

堂
に

な
っ

て
い

る
。

そ

し
て

帰
山
し
た

の

は

七

月
十

五

日
の

解
夏
直
前
と

な
り

、

後
四

年
少
し
の

語

録
の

資
料
を
関
山

和
尚
が

収
集
す
る

こ

と

に

な
っ

た
。

建
武
二

年
（
「

年

譜
」

が
こ

れ

を
建
武
三

年
に

す
る

の

は

誤
ま

り
）

、

上

堂
、

開
炉
上

堂
、

上

堂
、

上
堂
で

終
る

。

関
山
和

尚
は
こ

れ

に

続
い

て
、

「

頌

古
」

「

拈
古
」

「

参
詳
語

要
」

を

師
の

著
作
と

し

て

語
録
に

加
え
た

。

い

わ

ゆ

る

「

碧

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

ヘ

　
　

へ

巖
百

則
」

「

大

燈
百
二

十
則
」

等
の

写
本
は

非
定
稿
で

あ
る

。

拝
請
し

た

太
宰
府
地
頭
の

少
貮
氏
は

大
友
氏

と

藤

原
秀
郷
な
る

祖
先
を

共
通

に

す
る

が
、

江
戸

時
代
に

は

後
者
の

み

何
と

か

小
領
主
で

残
っ

た

か

ら
、

『

大
燈
國

師
年
譜
』

は

「

大

友
」

と

間

注
し

て

い

る
。

三

　
遺
誡
の

伝
承

　
無

著
は

『

正

法
山

誌
』

（
東
林
院、

昭

和
＋

年
、

五

十
八

−
六

＋
一

頁
）

で
、

順
に

甲
本
・

乙

本
・

丙
本
三

種
の

遺
誡
を

伝
え
て

い

る

が
、

甲

本

は

「

延

文
庚

子
（

＝

三
ハ

Q
）

臘
月
仲

澣
」

す
な

わ

ち

関
山

和
尚
が

示

寂
し
た

十
二

日
の

初
七
日

ま
で

の

授
翁
の

口

伝
に

成
り

、

丙
本
は

明
け

て

正

月
十
二

日
に

な
り

、

改
め

て

口

述
し

直
し

た

も
の

と

な

る
。

内
容

は

も

ち
ろ

ん

同
じ

で

あ

る

が
、

乙

本
は

日

付
も

な

く
、

無

視
し

て

良

い
。

丙
本
は

授
翁
以
下
の

跋
文
が

続
き

、

論
理

的
な
繋
が

り
が

良
い

の

で
、

六
十
頁
を

引
用
す
る

。

＝
二

五
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大
徳
寺
に

在
っ

た

関

山
宛
書
簡
と

編
年
誌
（
木
　
村）

宿
昔、

吾
大
應
老

祖
正

元
之

間
、

超
風

波
大

難
地
蚤
入

宋
域

、

遇

著
虚
堂

老

禪
于

浄
慈

。

眞
參
實
證、

末
後

、

徑
山

盡
其

蘊
奥

。

是

故

得

路

頭
再
過
之

稱、

受
児
孫
日

多
之

記
。

單
傳
楊
岐
正

脉
於

吾
朝
者
老
祖
之

功
也

。

次
先

師

大
燈
老
人
參
得
老

祖
于

西

京
、

侍
者
京

輦
巨

峰
。

其
随
従
之

際
、

脇
不
到

席

者
多
年

、

頗
有
古
尊
宿

風
。

卒
受
老
祖

淵
粋

〔

邃〕

命
長
養
者
二

十

年
。

果

彰
大
應
遠
大
高
徳

、

興

佛
祖

已
墜

之

綱

宗
。

残
眞
風
不

知
之

遺
誡

、

鞭
策
後

昆
者
先
師
之
功
也

。

老
僧
爰
受
花
園
先

帝
勅

請
、

創
開

此
山

。

先
師
嚼
飯
養

嬰
児

。

後
昆

直
饒
有
忘
却
老
僧
之

R、

忘
却

應
燈
二

祖
深

恩
、

不
老

僧
児

孫
。

汝
等
請

、

務
其
本

。

白
雲
感
百
丈
之

大

功
、

虎
匠

歎
白

雲
遺
訓

。

先

規

如
茲

。

誤

而

莫
摘

葉

尋
枝
好

。

（

宿
昔
し

吾
が

大
応
老
祖
は

正

元
の

間
に

風

波
大

難
の

地
を
超
え

、

蚤
く
に

宋
域
に

入

り
、

虚

堂
老
禅
に

浄
慈

（
寺）

に

て

遇

著
し

辛
参
苦
修
す

。

末
後
に

径
山

（

万

寿
寺）

に

其
の

蘊
奥
を

尽
せ

り
。

是

の

故
に

〈

路
頭

再

過
〉

の

称

を

得
、

〈

児
孫
H
多
〉

の

記

を
受

く
。

楊
岐

の

正

脈
を

吾
朝
に

単
伝
す
る
は

老
祖
の

功
な

り
。

次
に

先
師

大
灯
老
人
は

老

祖
に
西

京
に
て

参
得
し

、

京
輦
・

巨
峰
に

侍
者
た

り
。

其
の

随

従
の

際
、

脇
、

席
に

到
ら

ざ
る
こ

と

多
年、

頗
る

古
尊

宿
の

風
有
り
。

卒
に

老
祖
淵

邃
の

命

を

受
け

長
養
二

十

年
。

果
し
て

大
応
遠

大
の

高
徳
を

彰
か
に

し
、

仏

祖
已

墜

の

綱
宗
を
興
せ

り
。

真

風
不
知
の

遺
誠
を

残
し

、

後
昆
を
鞭
策
す
る
は

先
師

の

功
な

り
。

老
僧

爰
に

花
園
先

帝
の

勅

請
を

受
け、

此
の

山

を

創
開

す
。

先

師
は

飯
を
嚼
み

て

嬰
児

を

養
う

。

後
昆
は

直
饒
え
老
僧
を
忘

却
す
る

日

有
る

と

も
応
・

灯
二

祖
の

深
恩
を

忘

却
せ

ば

老
僧
の

児
孫
な

ら

ず
。

汝

等
、

請

う、

其
の

本
に

務
め

よ
。

白
雲
は

百
丈
の

大

功
に

感
じ

、

虎
丘

は

白
雲
の

遺

訓

を

歎
ず

。

先
規
は

茲
の

如

し
。

誤
ち
て

葉
を

摘
み

枝
を
尋
ぬ

る

こ

と

莫
く

ん

ば

好
し
。

）

　
『

正

法
山

誌
』

に

甲
・

乙
・

丙
三

本

掲
載
し

て

い

る

う
ち
「

國

師
在

風
水
泉
頭
大
樹
下

立
談
于
授
翁
日
」

で

始
ま
る

甲
本
は

宗
門
の

人

口

に

＝
二

六

膾
炙
し

て

い

る

が
、

「

国
師
」

と
い

う
後
世
の

称
号
を

使
っ

て

い

る

の

で
、

丙
本
が

真
本
で

あ
る

こ

と
は

間
違
い

な
い

。

簡
単
な
乙

本
は

無
著

自
身
も
疑
問
視
し
て

い

る
。

南

浦
和
尚
は

浄
慈
寺
で

虚
堂
和
尚
に

随
侍

し
、

経

山

万

寿

寺
で

印

可

を

受
け

た
。

そ

の

時、

虚

堂
は

南

浦

に

「

…
…
路

頭
尽
く
る

処
、

再
び

経
過
す

、

…
…

東
海
の

児
孫

、

日

に

転

た

多
か

ら

ん
」

と

嘱
望

し

た

こ

と

を

関
山

和
尚
は

言
わ

れ

た
。

「

嬰
児

を

養

う
」

と

い

う
述

懐
が

崇

福
寺
で

の

得
度
を

表
わ

し

て

い

る
、

ま

た
、

上

掲
の

関
山

和
尚
宛
の

宗
峰
和
尚
の

書
簡
で
、

太

宰
府
が

関
山

得

度
の

故
地
で

あ

る

こ

と

を
知
ら

し
め

て

い

る
。

「

送
付
」

は

「

我
等
を

送
り
届
け
た

し
」

と
い

う
意

味
で

あ
る

。

先
師
の

長
養
二

十

年
の

遺
訓

を
知
悉
す
る

故
に

十
九

年
目
の

大

徳
寺
掛

塔
に

な
っ

た
。

大

徳
寺
開
創

の

翌
年
で

、

宗
峯
ー
惠
眼
の

連
絡
は

密
だ
っ

た
。

講

釈
師
の

よ

う
な

伝

承
は

噴
飯
物
で

あ
る

。

　

甥
御
・

雲
山

が

「

応

祖
剃

度
」

の

関
山
和

尚
を

伝
え
て

い

る

の

で
、

太
宰

府
で

得
度
し
た

こ

と

は

明
白
で

あ
る

。

こ

の

跋

文
を

訓
読

す
る

。

「

授
翁
曰

く
、

先
師
は

述
べ

て

作
ら

ず
と

雖
ど

も

末
世
放
逸
の

児
孫
は

法
の

本
源
を

知
ら
ず

。

応
・

灯
二

祖
に

路
人
の

如
く
な
ら
ん

こ

と

を
憂

い

と

為
す

。

故
に

好
箇
の

親
言
は
先

師
哀
愍
の

親
口
よ

り
出
つ

る

も
の

な

り
。

老

僧
は

年
老
い

て

十

に

八

九

を

忘
る

。

汝

じ

宜

し

く
之

を

記

し
、

以
っ

て

将
来
に

貽
〔

の

こ
〕

す
べ

し
。

昔、

白
雲
端
和
尚
は

百
丈

大
智

禅
師
の

功
が

達

磨
に

次

ぐ
を

以
っ

て

其
の

祖
堂

を
建
つ

。

後

来
、

虎
丘

隆
禅
師
が

旃
〔

こ

れ
〕

を
追

繹
し
て

曰

く、

人

の

後
為
る

者
は

遺
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訓
を

躬
行
す
る

こ

と

能
わ

ず
。

義
に

於
て

安
ら

か

な
ら

ん

や
。

遂
に

其

の

像
を

図
き

て

之

を

祖
堂
に

奉
安
す

。

是
の

故
に

円

悟
の

輪
下

に

大

恵
・

虎
丘

有
り
と

も

虎
丘

の

児
孫

為
る

こ

と
、

支

那
・

本

朝
に

縄
々

綿
々

と

し

て

今
日
に

至

る

者
勝
計
に

遑
ま

あ

ら

ず
。

其
の

報
い

は

寔
と

に

知
る
べ

し
。

他
〔

か
〕

の

授
翁
此
の

如
く

説
話
す
る

を

看
よ

。

是
の

故
に

貴
と

無

く
賤
と

無
く
法
の

存
す
る

所
は

祖
の

存
す
る

所
な
り

。

余

は

其
の

命
に

随
い

て

之
を
記
す

。

加

う
る

に

授
翁

老
人
の

告
戒
を
以
っ

て

す
。

彼

此

れ

以
っ

て

焉

を

信
受
せ

よ
。

時

に

康

安

元

年
（

辛

丑

〔

一

三

六

こ
）

正
月

十
二

日
。

侍
者
（

〔

雲
山
〕

宗
峩
）

煌

香
百
拝
し
て

書
す

。

」

　

雲

山

宗
峩
は

関
山

和
尚
の

甥
御

、

母
方
の

姪
で

あ
る

。

南
禅
寺
正

眼

院
（
廃
寺
）

に

居
た

根

外
宗
利
は

雲
山
の

弟
子
で

、

後
者
の

没
後
に

建

仁
寺
の

春
夫

宗
宿
に

嗣
法
し
た

。

そ

の

縁
で

雲
山
か
ら
の

遺
誠
を

根
外

に

手
渡
し

た

の

で

あ

る
。

さ

て

高
梨
家
は

関
山
和
尚
当
時

、

今
の

長

野

県
須
坂
市
高
梨
町
の

館
に

住
し

、

前

稿
に

述
べ

た

よ

う
に

高
梨
經
家
の

子

息
に

生

ま
れ

、

高
家
の

令

弟
だ
っ

た
（

角
川
版
『

姓
氏

家
系
大

辞

典
』

第
二

巻、

平
成
七

年
、

三

三

〇
三

頁
）

。

武
家
の

例
と
し

て

弟
は

出

家
し

た

の

で

あ
り

、

先
に

見
た

よ

う
に

太

宰
府
の

南

浦
和
尚
を

頼
っ

た
。

雲

山

和
尚
は

妙
心

寺
で

叔
父

の

関
山

和
尚
に

随
侍
し

て

出
家

、

関
山
の

没

後

に

授
翁

和

尚
に

印
可

さ

れ
た

。

そ

し
て

関
山

和
尚
の

遺
誠
を
授
翁
が

口

伝
し

、

雲

山

が

記
述
す
る

因
縁
と

な
っ

た
。

そ
の

法
嗣
・

根
外
が

加
え

た

遺
誡

跋

を
訓

読
す
る

。

大

徳
寺
に

在
っ

た

関
山

宛
書
簡
と

編
年
誌
（

木
　
村
）

　

吾
が

雲
山
先

師
は

信

陽
の

種
族
に

し
て

玄

祖
仏
母
の

外
孫
な

り
。

稟
受
朴
実

　

に

し

て

玄
祖
に

随
侍
す
る
こ

と

多
年

、

少
根
劣

機
の

能
く
及
ぶ

所
に

非

ず
。

　

玄
祖
一

日
先
師
雲

山
に

謂
て

曰

く
、

末
世
の

児
孫
は

其
の

開
場
に

即
し

て

其

　

の

祖
を

知
る

。

其
の

開
場
を

見
ざ
れ
ば

祖
の

恩
を
知
ら

ず
、

と
。

余
は

其
の

　

事
を
請
問
す

。

玄
祖
曰

く、

昔
、

建
治
上
皇
〔
後
宇
多
上

皇
〕

は

大
応
老
祖

　

の

為
に

嘉
元
輦
寺
を

興
造
し

て

開
山

初
祖
と

為
す

。

未
だ

幾
く
も
住
す
る

こ

　

と

な

く

し
て

関

東
の

請
に

応

じ
て

建
長
を

董
す
る

こ

と

已

に
一

年
、

卒
に

巨

　

峰
（
山）

に

寂
す

。

然
る

に

嘉
元

宝
刹
は

図

ら
ず
も

台
徒
の

仇
に

遇
う

。

却

　

後
、

大
光
・

大
灯

宗
論
の

際、

手
に

赤
旙
を
握
る

と

雖
も
相
後
る
る

こ

と

数

　

年
、

嘉
元
宝

刹
は

既
に

廃
亡
し

、

則
ち
上

皇
の

願
轂
は

空
し

き
の

み

に
非

ず、

　

末
世
の

児
孫

も
亦

開

場
を
見
ざ

れ
ば

則
ち
始
祖
の

法
恩
を

知
ら

ざ
る
こ

と
は

　

明
ら
か

な
り

。

余
は

之

を
憶
う
に

関
山

祖
師
は

其
の

祖
印
を
孫
受
す
る
の

み

　

　
　
　
　
ヘ

　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　
へ

　

に

非
ず

、

応
祖

剃
度
の

門
人

に
し

て

遺
意
を

以
っ

て

竜
宝

国

師
に

倚
る

。

他

　
〔

化
〕

後
、

其
の

恩
を
失
す
る

こ

と

を
憂
い

て

這
般
の

遺
誡

を

貽
す

。

故
に

　

其
の

之

を
憂
う
る

や

深
し

。

故
に

其
の

之

を
思
う
や

切
な

り
。

故
に

其
の

之

　

を
慮
ば

か
る

や
遠

し
。

其
の

寺
を

観
て

其
の

法
を

観
ざ
る

者
の

放
逸
の

謂
な

　

り
。

君
に

勧
む

。

君

子
は

其
の

本
に

務
む

。

本
立

ち
て

道
成
る

。

将

来
の

衲

　

子
が
二

祖
の

法

恩
を

信
受
せ

ば
、

関

山
祖
師
の

遺
意
に

憾
た
る
の

み
に

非

ず、

　

又
是
れ

自
己

〔

根
外
〕

の

幸
い

な

り
。

夫
れ

源

深
き
者
の

流
れ

は

久
し

。

吾

　

法
の

久
住
を

期
せ

ん

者
は

宜
し

く
此

の

訓
え

を

返
復
す
べ

き
の

み
。

時
に

応

　

永
庚
子

〔

二

十
七

年
、

】

四
二

〇
〕

臘
月

、

根
外
宗
利

謹
書

。

　

こ

こ

で

恵
眼
蔵
主
は

南
浦
和
尚
の

手
で

太

宰
府
の

崇
福
寺
に
て

得
度

し
た

こ

と

が

伝
え
ら

れ
、

先
の

大

徳
寺
書

簡
と
合
わ
せ

て

理

解
で

き
る

が
、

そ
の

年
代
は

不
明
の

ま
ま
で

あ
る

。

南
浦
和
尚
は

三

十
二

年
間
崇

福
寺
に

住
持
す
る
の

で
、

そ
の

間
の

出
来
事
で

あ
る

。

根
外
宗
利
の

剃

度
の

弟
子
・

温
仲
宗
純
が
続
け
て

述
べ

る

跋
に

依
れ

ば
、

根

外
和
尚
は

三

七
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大
徳

寺
に

在
っ

た

関
山

宛
書
簡
と

編
年
誌
（

木

　
村
）

雲
山

和
尚
の

法
嗣
で

、

南
禅

寺
正
眼

院
（
廃
寺）

に

在
っ

て
、

足

利
義

満
死

後
に

妙
心
寺
を

管
轄
し

て
い

た

義
満
の

弟
・

廷
用
宗
器
か

ら

妙
心

寺
の

寺
基
を
返
還

さ

れ

た
。

そ
こ

で

根
外
は

無
因
の

法
嗣
・

日

峰
を
犬

山
の

瑞
泉
寺
か

ら

呼
ん

だ
の

で

あ
る

。

根
外
は

そ
の

後
、

建
長
寺
の

南

浦

和
尚
の

塔
所
・

天

源
院
に

移
董

、

最
後
は

禅

興
寺
に

住
し
た

。

そ

れ

は
『

正

法
山
宗
派
図
』

に

も
記
載
さ

れ
て

い

る
。

根
外
は

無
因
の

法
嗣
・

春
夫
（
し
ょ

う
ふ

う
）

に

師

事
し

た
の

で
、

温
仲
も
そ
の

よ

う
に

し
た

。

そ
こ

で

遺
誠

を

春
夫
か

ら

渡
さ
れ
た

の

で

あ
る

。

以

後
そ

れ

は

江

戸
時

代
ま

で

正

眼

院
に

残
っ

て

い

た
。

四

　
南

浦
　
宗
峯
　
関
山

　
授
翁
の

編
年
誌

一

二

三

五

年

一

二

四

九

年

一

二

六

〇

年

一

二

六

五

年

一

二

六

七

年

一

二

七
二

年

一

二

七

七

年

二

八

二

年

二

九

六

年

二

九

七

年

南
浦
生
誕

。

南
浦

、

蘭
渓
に

師
事

。

南
浦

、

雪

竇
山
の

智
愚
に

入

室
。

南
浦
、

経

山
の

智
愚
に

印
可

さ

る
。

南
浦

、

博
多
に

帰
着、

興
徳
寺
に

住
す

。

南
浦
、

興

徳

寺
か

ら

崇
福
寺
に

移
董

。

関

山

生

誕
。

三
二

〇
四
年
迄

に

南
浦
和
尚
に

得
度
・

参

　
随

。

宗
峯
生

誕
。

授
翁
生

誕
。

花
園
天

皇

生

誕
。

一

三

〇

四

年

一

三

〇

七

年

一

三

〇

八

年

＝
二

二
亠

ハ

年

＝
二

二

七

年

＝

三
一

九
年

＝
二

三

〇

年

一

三

三
一

年

＝
二一
二

五

年

三
二

三

七

年

＝
三
二

八

年

一

三

四
二

年

一

三

四

八

年

＝
二

八

南
浦

、

後
宇
多
上
皇
に

招
か

れ
て

上

洛
。

こ

の

年
高
峰

　
の

下

か

ら

宗
峯
が

南
浦
に

転
錫

。

南

浦、

建
長
寺
を
董

す
。

宗

峯、

南
浦
よ

り
印
可

さ

れ

　
て

上

洛
。

南
浦

、

臘
月
に

示
寂

。

関

山
、

南

浦
か

ら

宗
峯
に

委
嘱

　
さ

る
。

そ

れ

ま
で

建
長
寺
で

維

那
を
勤
む

。

宗

峯
、

大
徳
寺
を

開
創

。

関
山

、

大
徳
寺
に

掛
塔

。

関
山

、

師
に

代
っ

て

後
醍
醐
天

皇

を
接
化

。

関
山

、

宗

峯
か

ら
印
可
証
明
を

受
け

、

一

旦

暫
暇

。

宗
峯

、

関
山

を
呼
び

戻
し

て

崇
福
寺
に

夏
安
居
住
持

。

関
山
は

美
濃
国
伊
深
郷
に

韜

晦
。

万

里

小

路
藤
房
出
家

　
（
授
翁
）

。

宗
峯

、

花
園
法
皇

の

宣
使
役
の

授
翁
に

関
山
を

妙
心
寺

　

に

呼
ぶ

よ

う
遺
言
し
て

示
寂

。

関
山

、

花
園
法
皇
の

慫
慂
に

よ
っ

て

花
園
離
宮
改
め

正

　

法
山
妙
心
寺
に

入
寺

。

高
階
邦
雅

、

関

山

に

『

大
燈

　

語

録
』

の

編

集
を

依
頼

す
る

法
皇

の

内

意
を

伝
え

　

る
。

花
園
法
皇

、

禅

宮
玉

鳳
院
を

妙
心

寺
塔
頭

と

し
、

関
山

　
一

派
の

相
承
寺
院
で

あ
る

こ

と

を
定
む

。

花
園
法
皇
崩
御

。

こ

の

時
関

山
、

火

災
等
の

事
情
に

よ
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＝
二

五
一

年

一
一
二

五

六

年

＝
二

六

〇

年

一

三

六
一

年

一

三

八

〇

年

　

り
遠
州
明
心
寺
に

移
董

。

関

山
、

法
皇
の

遺

命
と

光

厳
上

皇
の

慫
慂
に

よ
っ

て

妙

　

心
寺
に

再
住

。

関
山

、

授
翁
に

印
可
証
明
を

与
う

。

関
山

、

授
翁
に

遺
誡
し

て

十
二

月
十
二

日

示
寂
す

。

授
翁

、

玉
鳳
院
主

で

関
山
の

甥
・

雲
山

に

関
山

の

遺
誡

　

を
口

伝
、

雲

山

が

記
写
す

。

授
翁
示
寂

。

〈

キ

ー

ワ

ー

ド
〉

南
浦
紹
明

、

宗

峯
妙
超

、

関
山
慧
玄

、

授
翁

宗
弼、

『

大

燈
語
録
』

、

妙
心
寺

、

花
園
法
皇

　
　
　
　
　
　
（

四

天
王

寺
大
学
名
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